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(57)【要約】
【課題】ノイズの発生防止、スコープ挿入部の細径化、
および確実な電力供給と省電力化を可能にする電子内視
鏡装置用の電力供給装置等を実現する。
【解決手段】電子内視鏡装置３０のスコープ４０には、
電力供給装置１０が設けられている。電力供給装置１０
は、二次電池２０を含む。二次電池２０は、電子内視鏡
装置３０の使用に先立って、外部電源等によりスコープ
４０の外部から充電される。二次電池２０から、内部電
源１２を介して、ＣＣＤ４８等に電力が供給される。内
部電源１２からＣＣＤ４８等への給電は、プロセッサ６
０の制御回路６６から送信される制御信号が信号検出回
路３２により受信され、電源スイッチ３６がオン状態と
なっているときにのみ行われるように制御される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の体内に挿入されるスコープとプロセッサとを備えた電子内視鏡装置の電力供給
装置であって、
　前記スコープに設けられた二次電池と、
　前記二次電池を前記スコープの外部から充電する充電手段と、
　前記スコープに設けられ、前記充電手段により生じた電力が供給可能な負荷と、
　前記スコープに設けられ、前記プロセッサからの指示により前記充電手段から前記負荷
に電力を供給させる電力供給制御手段とを備えることを特徴とする電力供給装置。
【請求項２】
　前記負荷が撮像素子を含むことを特徴とする請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項３】
　前記電力供給制御手段が、前記撮像素子を駆動させるための制御信号を前記プロセッサ
から受信すると、前記撮像素子に電力を供給させることを特徴とする請求項２に記載の電
力供給装置。
【請求項４】
　前記制御信号が、リセットパルスを含むことを特徴とする請求項３に記載の電力供給装
置。
【請求項５】
　前記制御信号が、水平もしくは垂直クロック信号を含むことを特徴とする請求項３に記
載の電力供給装置。
【請求項６】
　前記電力供給制御手段が、前記撮像素子を駆動させるための制御信号を前記プロセッサ
から受信するために、前記充電手段により生じた電力が、前記撮像素子に供給されていな
いときにおいても前記電力供給制御手段に供給されることを特徴とする請求項２に記載の
電力供給装置。
【請求項７】
　被験者の体内を照明するための照明光を前記プロセッサから前記スコープに伝達する光
伝達手段をさらに有し、前記電力供給制御手段が、前記光伝達手段により伝達された前記
照明光を受光すると、前記負荷に電力を供給させることを特徴とする請求項１に記載の電
力供給装置。
【請求項８】
　前記電力供給制御手段が、前記二次電池からの電力を前記負荷に供給する電源と、前記
電源から前記負荷への給電を制御する電源制御手段とを有することを特徴とする請求項１
に記載の電力供給装置。
【請求項９】
　前記充電手段が、電磁結合により前記二次電池を充電することを特徴とする請求項１に
記載の電力供給装置。
【請求項１０】
　被験者の体内を照明するための照明光により発電する光電変換手段をさらに有すること
を特徴とする請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項１１】
　前記照明光を前記スコープの先端部に伝達する光伝達手段をさらに有し、前記光伝達手
段が、前記光電変換手段に前記照明光の一部を供給可能であることを特徴とする請求項１
０に記載の電力供給装置。
【請求項１２】
　被験者の体内を照明するための照明光により発電する光電変換手段をさらに有し、前記
負荷が、前記光電変換手段から供給される電力によっても駆動可能であることを特徴とす
る請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項１３】
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　前記二次電池が、前記スコープの先端部において前記負荷の近傍に配置されていること
を特徴とする請求項1に記載の電力供給装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の電力供給装置を備え、前記負荷が撮像素子を含むことを特徴とする電
子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡装置の電力供給装置および電子内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置は、通常、撮像素子等を含むスコープと、撮像素子により生成された映
像信号を処理するプロセッサとを含む。一般に、電子内視鏡装置においては、電源ライン
を用いることにより、プロセッサ側に設けられた電源回路からスコープ側の撮像素子等に
電力が供給されている。
【０００３】
　また、プロセッサとスコープの接合部に設けたコイル等による電磁結合を利用して撮像
素子等に電力を供給する電子内視鏡装置（例えば特許文献１）や、スコープの先端に二次
電池を設け、その二次電池を電池結合により充電する電子内視鏡装置（例えば特許文献２
）、スコープ（挿入部）側に太陽電池を設け、被写体を照明する光の一部を利用して撮像
素子等を駆動するための電力を供給する電子内視鏡装置が知られている（例えば特許文献
３）。
【特許文献１】特開平１０－２９５６３５号公報
【特許文献２】特開２００６－６５６９号公報
【特許文献３】特開平６－３３１９０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電子内視鏡装置において、スコープ側への電力供給のために電源ラインを設けた場合、
電源ラインが外乱ノイズを送受信するアンテナとして機能してしまい、被写体画像の画質
を低下させたり、撮像素子の誤作動を引き起こすおそれがある。
【０００５】
　また、プロセッサおよびスコープ間で、電源ラインや電磁結合を利用して電力を供給す
る場合においては、被験者の体内に挿入されるスコープの挿入部の径が太くなってしまう
。この点に鑑みて、スコープ側に設けた二次電池を電磁結合により充電する場合、電子内
視鏡装置が使用されないときにも自動的に二次電池が充電されることにより、無駄に電力
を消費してしまうおそれがある。
【０００６】
　そして、スコープ側に太陽電池を設け、被写体を照明する光の一部を用いて電力を供給
する電子内視鏡においては、光源が作動して照明光の出射を開始した直後においては、光
電変換による発電が不足し、撮像素子等の駆動に必要な電力を供給することができなくな
る可能性がある。
【０００７】
　そこで本発明は、ノイズの発生防止、スコープ挿入部の細径化、および確実な電力供給
と省電力化を可能にする電子内視鏡装置用の電力供給装置等を実現することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電力供給装置は、被験者の体内に挿入されるスコープとプロセッサとを備えた
電子内視鏡装置の電力供給装置であって、スコープに設けられた二次電池と、二次電池を
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スコープの外部から充電する充電手段と、スコープに設けられ、充電手段により生じた電
力が供給可能な負荷と、スコープに設けられ、プロセッサからの指示により充電手段から
負荷に電力を供給させる電力供給制御手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　負荷は、例えば撮像素子を含む。この場合、電力供給制御手段が、撮像素子を駆動させ
るための制御信号をプロセッサから受信すると、撮像素子に電力を供給させることが好ま
しい。制御信号は、例えばリセットパルス、水平もしくは垂直クロック信号を含む。
【００１０】
　電力供給制御手段が、撮像素子を駆動させるための制御信号をプロセッサから受信する
ために、充電手段により生じた電力が、撮像素子に供給されていないときにおいても電力
供給制御手段に供給されることが好ましい。
【００１１】
　電力供給装置は、被験者の体内を照明するための照明光をプロセッサからスコープに伝
達する光伝達手段をさらに有し、電力供給制御手段が、光伝達手段により伝達された照明
光を受光すると、負荷に電力を供給させることが好ましい。
【００１２】
　電力供給制御手段は、二次電池からの電力を負荷に供給する電源と、電源から負荷への
給電を制御する電源制御手段とを有することが望ましい。また、充電手段は、例えば電磁
結合により二次電池を充電する。
【００１３】
　電力供給装置は、被験者の体内を照明するための照明光により発電する光電変換手段を
さらに有することが好ましい。この場合、電力供給装置は、照明光をスコープの先端部に
伝達する光伝達手段をさらに有し、光伝達手段が、光電変換手段に照明光の一部を供給可
能であることがより好ましい。
【００１４】
　電力供給装置は、被験者の体内を照明するための照明光により発電する光電変換手段を
さらに有し、負荷が、光電変換手段から供給される電力によっても駆動可能であることが
好ましい。また、二次電池は、スコープの先端部において負荷の近傍に配置されているこ
とが好ましい。
【００１５】
　本発明の電子内視鏡装置は、上述の電力供給装置を備え、負荷が撮像素子を含むことを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ノイズの発生防止、スコープ挿入部の細径化、および確実な電力供給
と省電力化を可能にする電子内視鏡装置用の電力供給装置等を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照して説明する。図１は、第１の実施形態におけ
る電力供給装置を含む電子内視鏡装置を示す図である。
【００１８】
　電子内視鏡装置３０は、スコープ４０とプロセッサ６０とを含む。スコープ４０は、プ
ロセッサ６０に着脱自在に接続可能である。スコープ４０の使用時には、プロセッサ６０
に接続されたスコープ４０の挿入部４０Ｉが、被観察体Ｓを含む被験者の体内に挿入され
る。プロセッサ６０には、光源６２が設けられており、光源６２は照明光Ｌを出射する。
照明光Ｌは、スコープ４０に設けられた照明光ガイドファイバ４２（光伝達手段）を介し
て、配光レンズ４４等を含むスコープ４０の先端部４０Ｔに伝達される。被観察体Ｓは、
スコープ４０の先端部４０Ｔから出射された照明光Ｌにより照明される。
【００１９】
　照明光Ｌが被観察体Ｓにおいて反射されると、反射光Ｒがスコープ４０の先端部４０Ｔ
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に入射する。スコープ４０の先端部４０Ｔには、対物レンズ４６、およびＣＣＤ４８（撮
像素子・負荷）が設けられている。ＣＣＤ４８においては、入射した反射光Ｒに基づき映
像信号が生成される。生成された映像信号は、映像信号伝送経路５０を介してプロセッサ
６０に送信される。映像信号は、プロセッサ６０に設けられた信号処理回路６４によって
処理される。この結果、被観察体Ｓの画像が生成される。
【００２０】
　ＣＣＤ４８は、プロセッサ６０に設けられた制御回路６６によって制御される。すなわ
ち、ＣＣＤ４８は、スコープ４０の制御信号伝送経路５２を介して制御回路６６から送信
される信号によって制御される。
【００２１】
　スコープ４０の先端部４０Ｔには、電力供給装置１０が設けられている。電力供給装置
１０は、内部電源１２（充電手段・電源・電力供給制御手段）および二次電池２０を含む
。スコープ４０の先端部４０Ｔ内に設けられた二次電池２０は、電子内視鏡装置３０の使
用に先立って、外部電源１４（充電手段）等を用いて先端部４０Ｔの外部から充電される
。
【００２２】
　すなわち、電子内視鏡装置３０の使用前に、スコープ４０が充電器（図示せず）の所定
の位置に置かれると、充電器側の外部電源１４に内部電源１２が近接する。そして、内部
電源１２の内部コイル１６（充電手段）へ、外部電源１４の外部コイル１８（充電手段）
から電磁誘導作用により電力が送られる。この結果、内部電源１２を介して二次電池２０
が充電される。
【００２３】
　そして、ＣＣＤ４８を駆動するために必要な電力が、充電された二次電池２０から、内
部電源１２を介してＣＣＤ４８に供給される。このため電力供給装置１０は、ＣＣＤ４８
の近傍に配置されている。なお本実施形態では、二次電池２０の充電により生じた電力が
、ＣＣＤ４８に常に供給されるのではなく、後述のように、ＣＣＤ４８において電力が必
要とされるときにのみ供給される。
【００２４】
　図２は、本実施形態の信号検出回路を示す図である。図３は、本実施形態における、信
号検出回路による制御信号の検出が始まるときの入出力電圧の変化を示す図であり、図４
は、信号検出回路による制御信号の検出が終了するときの入出力電圧の変化を示す図であ
る。
【００２５】
　電力供給装置１０には、スコープ４０の先端部４０Ｔに設けられた信号検出回路３２（
電力供給制御手段）および電源スイッチ３６（電源制御手段）が含まれる。スコープ４０
がプロセッサ６０に接続され、プロセッサ６０が起動すると、ＣＣＤ４８を駆動させるた
めの制御信号が、プロセッサ６０側の制御回路６６から制御信号伝送経路５２（図１参照
）を介してＣＣＤ４８に送信される。
【００２６】
　そして、この制御信号が信号検出回路３２により検出されると、以下のように、電源ス
イッチ３６が閉じ、二次電池２０の充電により生じた電力が内部電源１２からＣＣＤ４８
、およびやＣＣＤ４８を駆動させるための回路等に供給される。
【００２７】
　制御信号の１つであるリセットパルス（φＲＧ）が、信号検出回路３２によって受信さ
れると、バッファ３３と、互いに並列な第１および第２の抵抗３４、３５との間の入力側
節点３７における入力電圧Ｖｉｎは、ＧＮＤレベルとＶｓｓレベルとの間で振幅する（図
３参照）。
【００２８】
　ここで、第２の抵抗３５と出力側節点３８との間で、アノード側が第２の抵抗３５に接
続されたダイオード４１が設けられていること等により、コンデンサ４５が充電され、出
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力側節点３８における出力電圧Ｖｏｕｔが昇圧される（図３参照）。そしてコンパレータ
４７において、出力電圧Ｖｏｕｔが所定の閾値Ｖｔｈを越えたと判断されると、電源スイ
ッチ３６（図２参照）が閉じ、電力が内部電源１２からＣＣＤ４８等に供給される。
【００２９】
　一方、電子内視鏡装置３０による被観察体Ｓの観察、撮影が終了し、プロセッサ６０の
電源がオフ状態になると、リセットパルスが停止する。このため、リセットパルスは信号
検出回路３２によって受信されず、入力電圧ＶｉｎはＧＮＤレベルとなり、出力電圧Ｖｏ
ｕｔが低下する（図４参照）。そして、コンパレータ４７により出力電圧Ｖｏｕｔが所定
の閾値Ｖｔｈよりも低下したと判断されると、電源スイッチ３６（図２参照）が開き、Ｃ
ＣＤ４８等への内部電源１２からの給電が停止する。
【００３０】
　なお、リセットパルスおよび入力電圧Ｖｉｎの振幅により、出力電圧Ｖｏｕｔが閾値Ｖ
ｔｈ付近のレベルで変化した際に、内部電源１２からの給電および給電停止が頻繁に切り
換えられることを防止するために、コンパレータ４７はヒステリシスを有する（図２参照
）。
【００３１】
　以上のように、ＣＣＤ４８の駆動に必要な制御信号を受信する信号検出回路３２と電源
スイッチ３６とにより、内部電源１２からＣＣＤ４８等への電力の供給を制御し、ＣＣＤ
４８を駆動させるために必要なときにのみ電力を供給することができる。
【００３２】
　なお、二次電池２０の充電により生じた電力が内部電源１２を介してＣＣＤ４８やＣＣ
Ｄ４８を駆動させるための回路等に供給されておらず、ＣＣＤ４８等が作動してないとき
にも、信号検出回路３２には内部電源１２から電力が供給されている（図２参照）。ＣＣ
Ｄ４８を駆動させるためのリセットパルスを受信するためである。
【００３３】
　次に、第１の実施形態の変形例につき説明する。図５は、本変形例の信号検出回路３２
を示す図である。図６は、本変形例における、信号検出回路３２による制御信号の受信に
応じた入出力電圧の変化を示す図である。
【００３４】
　本変形例の信号検出回路３２は、ＣＣＤ４８の駆動のために制御回路６６からＣＣＤ４
８に送信される制御信号である水平クロック信号（Ｈφ）もしくは垂直クロック信号（Ｖ
φ）を、リセットパルスの代わりに検出する。このため、信号検出回路３２においては、
水平クロック信号、あるいは垂直クロック信号のいずれか一方を検出するために、ゲート
回路４９が設けられている。
【００３５】
　信号検出回路３２により水平クロック信号が検出されている間、出力電圧Ｖｏｕｔは閾
値Ｖｔｈよりも高いレベルに保たれている（図６参照）。そして、ＣＣＤ４８が駆動して
いる場合において水平クロック信号のＣＣＤ４８への送信が一時的に停止されると、出力
電圧Ｖｏｕｔが閾値Ｖｔｈ以下に低下する前に、垂直クロックパルス信号（Ｖφ）が信号
検出回路３２により検出される。
【００３６】
　このため、出力電圧Ｖｏｕｔが閾値Ｖｔｈ以下に低下することが防止される。ＣＣＤ４
８に送信される制御信号が、垂直クロックパルス信号から水平クロックパルス信号に切り
換えられるときにも同様である。従って、ＣＣＤ４８が駆動しているときには、常に電源
スイッチ３６（図５参照）が閉じられ、電力がＣＣＤ４８等に供給される。
【００３７】
　ＣＣＤ４８の駆動が停止し、水平および垂直クロック信号のＣＣＤ４８への送信が停止
されると、出力電圧は閾値Ｖｔｈよりも低いレベルに低下する。この結果、電源スイッチ
３６（図５参照）が開き、内部電源１２からＣＣＤ４８等への給電が停止する。
【００３８】
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　このように本変形例においては、ＣＣＤ４８の作動時に制御回路６６から常に送信され
るリセットパルスとは異なり、制御回路６６から断続的に送信される水平もしくは垂直ク
ロック信号を利用する。このため、ゲート回路４９が必要となるものの、リセットパルス
よりも大幅に周波数が低く、周期の長い水平クロック信号等を利用することから、より確
実に電源スイッチ３６の切換えを制御することができる。なお、図３、４、および６では
、説明の便宜上、リセットパルスと水平クロック信号とは、ほぼ同じ周波数を有するよう
に示されている。
【００３９】
　なお、本変形例のさらに異なる例として、リセットパルス、および水平、垂直クロック
信号のいずれかが受信された場合に、負荷であるＣＣＤ４８等に給電させても良い。また
、信号検出回路３２にリセットパルス等のパルス数をカウントさせ、所定のパルス数以上
のリセットパルス等が受信されると、内部電源１２からＣＣＤ４８等に給電させても良い
。この場合、例えば、リセットパルス等が所定時間以上に渡って受信されない場合に、内
部電源１２からの給電を停止させても良い。
【００４０】
　以上のように本実施形態によれば、予め二次電池２０が充電された状態で電子内視鏡装
置３０が使用されることから、電子内視鏡装置３０の起動時においてもＣＣＤ４８には必
要な電力が確実に供給される。すなわち、電子内視鏡装置３０の使用前に予め二次電池２
０を充電しておくことにより、被観察体Ｓの観察、処置中の充電なしに、ＣＣＤ４８等に
必要な電力を確実に供給することができる。さらに、電子内視鏡装置３０を使用するとき
のみ、ＣＣＤ４８等に電力が供給されることから、常にＣＣＤ４８等の負荷に給電される
ことによる電力の無駄な消費が防止され、省電力化が可能である。
【００４１】
　また、スコープ４０とプロセッサ６０との間で、電源ライン等を設けることなしに、ス
コープ先端部４０ＴのＣＣＤ４８等に電力を供給できるため、電源ラインによるノイズの
発生を防止できる。そして、スコープ先端部４０Ｔにおいて電力供給装置１０を設ける必
要があるものの、電源ライン等が不要であるため、被験者の体内に挿入されるスコープ４
０の挿入部４０Ｉの細径化が可能である。
【００４２】
　なお、二次電池２０をスコープ４０の外部から充電することができ、二次電池２０の交
換が不要であることから、交換式の電池を用いる場合に比べてスコープ４０の機密性を向
上させることもできる。
【００４３】
　次に、第２の実施形態につき説明する。図７は、本実施形態における電力供給装置１０
を含む電子内視鏡装置３０を示す図である。なお、図７以下の図面においては、第１の実
施形態と同一、もしくは対応する構成要素には同じ符号が付されている。
【００４４】
　本実施形態は、電源スイッチ３６がフォトトランジスタ（図示せず）を含み、照明光Ｌ
の一部を受光してオン状態となる点が、第１の実施形態と異なる。すなわち、照明光ガイ
ドファイバ４２の出射端４２Ｏと配光レンズ４４との間に設けられたプリズム５１により
、照明光ガイドファイバ４２により伝達された照明光Ｌの一部が分光され、電源スイッチ
３６により受光される。
【００４５】
　その結果、電源スイッチ３６がオン状態となり、ＣＣＤ４８等に内部電源１２から電力
が供給される。なお、プリズム５１を設ける代わりに、配光レンズ４４の近傍に反射鏡（
図示せず）を設けること等により、電源スイッチ３６に照明光Ｌの一部を受光させても良
い。
【００４６】
　電子内視鏡装置３０により被観察体Ｓの観察、撮影が終了し、光源６２による照明光の
出射が停止すると、電源スイッチ３６がオフ状態となり、ＣＣＤ４８等への給電が停止す
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る。このため、本実施形態においても、電子内視鏡装置３０の使用時にのみＣＣＤ４８等
に電力が供給されるため、省電力化が可能である。
【００４７】
　次に、第３の実施形態につき説明する。図８は、本実施形態における電力供給装置１０
を含む電子内視鏡装置３０を示す図である。
【００４８】
　本実施形態は、電力供給装置１０において、照明光Ｌの一部を用いて発電する太陽電池
２４（光電変換手段）が設けられており、照明光ガイドファイバ４２が分岐している点が
、第１の実施形態と異なる。太陽電池２４は、分岐した照明光ガイドファイバ４２の分岐
部４３の出射端に対向するように配置されており、分岐部４３によって供給される照明光
Ｌの光電変換により発電する。
【００４９】
　太陽電池２４により発電された電力は、二次電池２０から供給される電力と同様に、内
部電源１２を介してＣＣＤ４８等に供給される。すなわち、ＣＣＤ４８等は、二次電池２
０からの電力のみならず、太陽電池２４から供給される電力によっても駆動可能である。
このため、電子内視鏡装置３０を長時間使用し、二次電池２０に充電されていた電力が全
て消費されてしまうことによる電力不足は確実に防止でき、ＣＣＤ４８等を駆動するため
の電力が確保される。
【００５０】
　以上のように本実施形態によれば、被観察体Ｓの観察、処置中においても、照明光Ｌの
一部を用いた発電が可能であることから、第１の実施形態に比べ、電力をＣＣＤ４８等に
より確実に供給することができる。また、二次電池２０として容量の小さいものを選択す
ることができるため、スコープ４０の先端部４０Ｔを細径化することが可能である。
【００５１】
　なお、本実施形態においては、分岐部４３を設けることなしに、照明光ガイドファイバ
４２から太陽電池２４に照明光Ｌの一部を供給しても良い。例えば、コアとクラッド（い
ずれも図示せず）を有する照明光ガイドファイバ４２の一部においてクラッドを除去し、
太陽電池２４の受光面に照明光Ｌの一部を供給しても良い。また、照明光ガイドファイバ
４２を屈折させ、屈折部分のクラッドを介して照明光Ｌの一部を太陽電池２４に供給して
も良い。
【００５２】
　なお、いずれの実施形態においても、電力供給装置１０により発電された電力は、ＣＣ
Ｄ４８の駆動のためのみならず、スコープ４０内に設けられたその他の負荷、すなわちＣ
ＣＤ４８以外の部品に含まれる回路等に供給、使用されても良い。この場合においても、
信号検出回路３２および電源スイッチ３６等により、二次電池２０の充電による電力は、
必要なときにのみ負荷に供給されるよう、制御される。
【００５３】
　次に、比較例の電子内視鏡装置につき説明する。図９は、比較例の電子内視鏡装置を示
す図である。
【００５４】
　比較例の電子内視鏡装置７０においては、電力供給装置１０が設けられていない。この
ため、スコープ先端部４０Ｔに配置されたＣＣＤ４８等を駆動するための電力は、プロセ
ッサ３０側に設けられた電源回路７２から、電源ライン７４を介してＣＣＤ４８に供給さ
れる。
【００５５】
　従って、電源ライン７４が外乱ノイズを送受信するアンテナとして機能し、被写体画像
の画質を低下させたり、ＣＣＤ４８の誤作動を引き起こすおそれがある。さらに、電源ラ
イン７４を設けるため、スコープ４０の挿入部４０Ｉを細径化することはできず、体内へ
の挿入時に被験者の負担が大きくなるおそれがある。また、電源ライン７４の代わりに、
交換式の電池をスコープ４０内に設け場合、スコープ４０の機密性が低下する。
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　これに対し、電力供給装置１０を設けた上述の実施形態によれば、比較例の電子内視鏡
装置７０とは異なり、電源ライン７４（図９参照）によるノイズの防止、およびスコープ
４０の挿入部４０Ｉの細径化が可能である。さらに、スコープ４０の外部からの二次電池
２０の充電、太陽電池２４の発電、および負荷への給電の制御等を可能にすることより、
スコープ４０の機密性の向上、ＣＣＤ４８等に必要な電力の確実な供給、および省電力化
が可能である。
【００５７】
　電力供給装置１０を構成する部材等は、上述の実施形態に限定されない。例えば、内部
および外部コイル１６、１８を利用して電磁誘導によってエネルギーを伝達する方法だけ
には限定されず、内部に圧電素子を設置し、外部からその圧電素子の共振点、またはその
近傍の周波数を持つ超音波を加えることによってエネルギーを伝達しても良い。また、腕
時計におけるいわゆる自動巻といった機械的な周期振動を吸収するメカニズムを組み込み
、外部からエネルギーを伝達し、二次電池を充電しても良い。スコープ４０の外部から、
スコープ４０の機密性を保ったままで二次電池２０を充電できる限り、上述の効果が得ら
れるからである。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】第１の実施形態における電力供給装置を含む電子内視鏡装置を示す図である。
【図２】第１の実施形態の信号検出回路を示す図である。
【図３】第１の実施形態における、信号検出回路による制御信号の検出が始まるときの入
出力電圧の変化を示す図である。
【図４】第１の実施形態における、信号検出回路による制御信号の検出が終了するときの
入出力電圧の変化を示す図である。
【図５】第１の実施形態の変形例の信号検出回路を示す図である。
【図６】変形例における、信号検出回路による制御信号の受信に応じた入出力電圧の変化
を示す図である。
【図７】第２の実施形態における電力供給装置を含む電子内視鏡装置を示す図である。
【図８】第３の実施形態における電力供給装置を含む電子内視鏡装置を示す図である。
【図９】比較例の電子内視鏡装置を示す図である。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　電力供給装置
　１２　内部電源（充電手段・電源）
　１４　外部電源（充電手段）
　１６　内部コイル（充電手段）
　１８　外部コイル（充電手段）
　２０　二次電池
　２４　太陽電池（光電変換手段）
　３０　電子内視鏡装置
　３２　信号検出回路（電力供給制御手段）
　３６　電源スイッチ（電源制御手段）
　４０　スコープ
　４０Ｔ　先端部
　４２　照明光ガイドファイバ（光伝達手段）
　４３　分岐部
　４８　ＣＣＤ（撮像素子・負荷）
　６０　プロセッサ
　Ｌ　照明光
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